




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No　著者　　年　　種別 対　象 過剰適応の定義の抜き出し（定義の明記がない場合は定義に準ずる記述の抜き出し） 概 要
3－16　山田　　2010調査　大学生409名
「『よい子』のように自分の感情や欲求を無理に
抑圧してでも，周囲の期待や要求に応える努力
を行い，表面的には社会に適応しているように
見える傾向」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
ソーシャル・スキル，見捨てられ抑うつとの関連
を検討した。分析の結果，過剰適応群のソーシャ
ル・スキルについての自己評価は低く，自己の異
質感や他者と親密な関係を築くことの恐れ，そう
した体験をする自分に対する空虚感を感じている
ことを報告している。
　　　加藤・　　　　　　　2011調査　中学生199名3－17　　　神山ら
「過剰適応について，石津（2006）は「環境か
らの要求や期待に個人が完全に近い形で従おう
とすることであり，内的な要求を無理に抑圧し
てでも，外的な期待や要求にこたえる努力を行
うこと」と定義している」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
過剰適応傾向がス．トレス反応に与える影響を，情
動反応，認知・行動反応，身体反応というプロセ
ス・モデルから検討した。分析の結果，「関係性
重視」は「抑うつ」に関与することや，「自己不
全感」はストレス反応の生起に大きく関与するこ
とを報告している。他方，「自己抑制」はストレ
ス反応に影響を及ぼしていないため，自己抑制的
性格特徴がストレス反応を高めるわけでないこと
をも示唆している。
3－18尾関 　　　　　　大学生および短2011調査　　　　　　大生345名
「環境からの要求や期待に個人が完全に近い形
で従おうとすることであり，内的な欲求を無理
に抑圧してでも，外的な期待や要求に行うこと
（石津・安保，2008）」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
過剰適応の内的側面によって，外的側面や集団ア
イデソティティ，自尊心に差が見られるか否かを
検討した。その結果，内的側面に起因する外的側
面の差はみられなかったことを報告し，大学生の
場合は，内的側面の結果として外的側面が生じる
わけではないと考察している。また，外的側面は
集団アイデンティティを向上し，それは自尊心に
つながるが，これは内的側面の高さにかかわらず
見られることを報告している。
3－19　石津　　2012　調査　中学生308名
「両親や友人，教師といった他老から期待され
ている役割・行為に対し，自分の気持ちは後回
しにしてでもそれらに応えようとする傾向」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
「自己視点」「重要な他者視点」から見た「理想自
己」「現実自己」との関連を検討した。その結果，
過剰適応群では他者から見た現実自己と理想や期
待される自己との差異は適応群や非適応群より大
きかったことを報告している。
3－20　　　堀ら
臼倉・
　　　2012　調査　大学生160名
「周囲の期待に応えるために内的欲求や感情を
抑制することで高い外的適応を維持しており，
内的適応と外的適応のバランスが崩れた状態に
ある（桑山，2003）」
過剰適応尺度（桑山，2003）をその指標として，
ソーシャル・スキルとの関連を検討した。その結
果，ソーシャル・スキル高群内の，過剰適応高者
のソーシャル・スキルと過剰適応低者のソーシャ
ル・スキルには，差がないことを報告している。
を反映する」内的側面という2側面が抽出されることが明らかにされている。いずれの尺度の2
側面とも，その内容から外的適応と内的適応に相当すると考えられるため，これらの尺度は，過剰
適応を2側面から捉える定義を反映しているとみなしてよいであろう。
このように，本項で概観した研究における過剰適応概念は，過剰適応を外的適応の側面からだけ
でなく，内的適応の側面からも捉えようとしており，測定指標もその定義に合致するようになって
きているといえる。
過剰適応研究の現在
以上，過剰適応の先行研究を，①過剰適応概念の萌芽の時期，②病前性格としての過剰適応に着
目した時期，③過剰適応を主題として設定した時期という，3期に分けてレビューした。そして，
過剰適応が心理的問題の要因の1つとして注目された時期（②期）は，特に臨床研究において，
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過剰適応を外的適応の著しさであるとみなしてきたが，過剰適応を主題とした研究が行われるよう
になって以降（③期）は，外的適応に加え，内的適応の低下という側面からも，過剰適応を考える
ことが多いことを指摘した。
　これは一見，過剰適応を異なる見地から捉えているように思われるかもしれない。しかし，②期
では，臨床研究であり，そもそも内的適応が低下した人々を対象としているため，内的適応の低下
が前提とされている。それに対して③期では，内的適応が低下しているかどうかが一見して明らか
ではない健常群の人々を対象とするため，内的適応に目を向ける必要性が生じたのだと考えられ
る。これらの見解は，ともに過剰適応傾向を「外的適応が高く内的適応が損なわれた状態」を想定
しているのだと捉えられる。
　また，初期の過剰適応研究では，過剰適応の定義は，外的適応を特徴とすること以外に共通点は
なく，研究者ごとにさまざまな定義がなされていたが，近年の研究では，桑山（2003）や石津
（2006）の定義のように，複数の研究で用いられる過剰適応の定義が登場しており，過剰適応の定
義の多くはこれらに類似した内容となっているといえる。
　このように，過剰適応研究におけるこの概念の定義は，おおむね「外的適応が強く，内的適応が
損なわれた状態」を表すものとして，共通理解を得てきているといってよいように思われる。
　さらに，このような考え方は，現在，おもに使用されている過剰適応の測定尺度にも見ることが
できる。近年の過剰適応研究で，もっとも使用されている尺度の1つである桑山（2003）の過剰
適応尺度には，「対他的側面についての特徴」を表す「対他因子」と，「対自的側面についての特徴」
を表す「対自因子」という2側面があり（桑山，2003），同じ程度に頻繁に使用されている石津
（2006）の過剰適応尺度には，「他者志向的で主に行動レベルから捉えられる」外的側面と，「個人
の特性的な内的側面を反映する」内的側面という2側面があることが指摘されている（石津ら，
2008）。これらは，過剰適応を外的適応と内的適応の2側面から捉えようとしているといえるだろ
う。
　このように，現在の過剰適応研究におけるこの概念は，それまで研究者ごとに定義がさまざまで
あったという問題を乗り越え，外的適応と内的適応の2側面の関係から構成されるという共通理
解が得られてきており，その傾向を測定する尺度もその定義を反映して，過剰適応を外的適応と内
的適応の2側面ゑら捉えようとしていることがうかがわれる。したがって，このような2側面で
構成される過剰適応概念が，現在の過剰適応研究における標準的理解であるということができるだ
ろう。
過剰適応研究の今後の課題
　上述したように，現在の過剰適応研究は，それまで研究者ごとに定義がさまさまであったという
問題を乗り越えて，外的適応と内的適応の2側面の関係から構成されるという共通理解が得られ
てきており，測定においても，それらの両面を測定する尺度が用いられてきているといえそうであ
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る。しかし，その構成概念の内容を吟味すると，今なお研究者によってさまざまな差異があり，そ
れがいくつかの点で問題になりうると思われる。以下では，現在の過剰適応概念がどのような点で
問題なのかを指摘し，今後，過剰適応概念を整理する際の指針を示したい。
外的適応と内的適応の一次元モデルの問題
　第1に，これまでの過剰適応概念は外的適応と内的適応の関係を一次元的に捉えるモデル（外
的適応と内的適応を一次元上の両端にあると仮定し，一方が向上すると他方が低下すると考えるモ
デル）で考えられてきているが，このモデルでは一部の適応的な人を過剰適応的とみなす可能性が
あり，過剰適応者への有効な援助につながらない可能性がある。
　過剰適応概念の萌芽（①期）以来，過剰適応は適応理論に基づき，外的適応と内的適応の調和が
崩れた状態であると考えられてきた（北村，1965；福島，1989）。このように考えたとき，さらに
問題となるのは，「調和が崩れた状態」とはどのような状態を指すのかということである。
　従来の過剰適応の概念では，外的適応と内的適応は，一次元的な関係性にあることを前提に捉え
られてきたと考えられる。たとえば福島（1981a）は，望ましい適応について，「要求と抵抗，期
待と不満という背反する二要素のバラソスを主体的に調節すること」が必要であると述べた。ここ
では，外的適応と内的適応の関係性は，外的適応が向上すると内的適応が低下するという，両者の
せめぎ合いによって表されるものであり，外的適応と内的適応がともにほどほどの状態が，適応だ
と捉えられることが示唆されている。これは，外的適応と内的適応の関係性を一次元的に捉えた，
一次元モデルである。
　この一次元モデルは，過剰適応者に対する援助方法にも反映されているように思われる。従来の
ように，外的適応と内的適応を一次元的な関係性と捉えるならば，外的適応が強い過剰適応者への
援助は，外的適応を低減することで内的適応を高めようとする方針をとることになる。実際，この
ような主張や援助方針は，宮本（1979），中野ら（1994），沼田（1994），井上ら（2000），深尾
（2003），小山（2008），森下ら（2011）において見られている。これらは，外的適応と内的適応の
間に一次元的な関係を仮定するために，過剰適応の強すぎる外的適応を「内的適応と調和した状態」
に戻そうとした研究だったといえるだろう。このことから，従来の過剰適応研究は，概念規定のみ
ならず援助方針においても，一次元モデルによって考えられてきたと考えられる。
　しかし，このような捉え方をするならば，外的適応が良好であることが不適応なのかという疑問
が生じる。たとえば，他者の期待に応えようと頑張る人の中には，本心からそうしたくて，頑張る
人がいるであろう。また，他者に貢献することを自らの使命と捉え，その使命を達成しようとする
ことに満足感や充実感を得る人もいるかもしれない。このようなとき，外的適応と内的適応の関係
を→次元的に捉えるならば，たとえその人が他者の期待に応えたり，自らの使命を果たしたりする
ことによって満足感や充実感を得ていたとしても（っまり，内的適応が高くても），外的適応が高
いために過剰適応であり，不適応的であるとみなされるという問題が生じる。
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　また，前述した外的適応を低減させるような介入には，難しい側面があるようにも思われる。第
1に，外的適応を低減することの困難さが挙げられる。たとえば，中野ら（1994）は，過剰適応か
ら心身症（消化性潰瘍）を発症した中年期患者に対して生活指導と行動変容を行ったクライアント
が，「寛解と憎悪を繰り返し，難航するものが少なくない」と報告している。第2に，外的適応を
低減させる介入が奏功した結果，外的適応を損なう可能性がある。たとえば，井上ら（2000）は，
過剰適応的な適応様式が修正された結果，クライアントが勤めていた職場を退職した事例を報告し
ている。
　このように，外的適応と内的適応の調和を一次元モデルで捉えた概念には，外的適応と内的適応
がともに高い人をとらえきれないという限界があり，援助を行う上でも，難しい側面があると考え
られる。したがって，外的適応と内的適応の関係性を，別の観点から検討する必要がある。
外的適応に主観的努力という視点が明示されていないという問題
　第2に，これまでの過剰適応の外的適応の概念では，第三者から見て優れた環境適応をしてい
ることを過剰適応とみなす傾向が強く，本人は環境適応のために努力をしているが，結果的に適応
が平均的だったり，できなかったりするような過剰適応者の存在が，見落とされがちであったとい
う問題がある。
　過剰適応の多くの先行研究では，外的適応，すなわち環境への適応という側面を考えるにあた
り，第三者から見て優れた適応を達成しているということが重要視されており（たとえば，村山，
1995；高田，1999；田中，2006），過剰適応研究における外的適応とは，しばしば第三者によって
観察されうる行動についての言及であった。
　このような捉え方をすると，第三者から見たときに優れた外的適応をしているとはいえないが，
本人としては外的適応の努力を行っているために内的適応の問題が生じているような過剰適応者の
存在が，考慮の外に置かれてしまう。しかし，実際に，第三者から見て社会適応が優れているとは
いえないが，過剰適応して心理的な問題を呈している場合もあり，それを指摘している論考も存在
する（たとえば，谷，1982；深尾，2003）。
　このように，いくつかの先行研究では，第三者から見た場合の外的適応が特に良好とはいえない
人においても，外的適応のための努力を行うことによって心身の健康を損なうという現象を，過剰
適応と呼びうることが指摘されている。そのため，過剰適応における外的適応を論じるうえでは，
第三者から見た優越性を重視するべきなのか，それとも本人自身の努力という主観的な視点を重視
するべきなのか，議論する必要がある。
外的適応に「自己抑制」を含むべきかどうかという問題
　第3に，先行研究において，自己主張を抑制する傾向（自己抑制）を外的適応に含む研究が多
数である一方で，内的適応に含む研究も登場しつつあるため，「自己抑制」を外的適応に含むべき
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か，内的適応に含むべきかという問題がある。
　従来，自己主張を抑制する傾向は外的適応の側面に含まれてきた（たとえば，井上ら，2000；
飯田，2011）。一方，石津ら（2008）は，中学生を対象に，自己抑制的な傾向を内的適応の側面に
含む階層的因子分析を行ったところ，モデルの適合度が許容される値になることを理由に，「自己
抑制」を内的適応の側面に含めて考えている。
　このように，「自己抑制」的な特徴を外的適応に含めるのか，内的適応に含めるのかについて
は，先行研究間で一致した見解が得られていない。これは内的適応の構成概念とも関連する問題で
あり，この点を検討する必要がある。
内的適応の指標としての自尊感情の問題
　第4に，健常群を対象に過剰適応研究を行う場合，内的適応の指標として自尊感情を用いる
と，外的適応と負の関連が示されなければならないにもかかわらず，実際にはそうではない場合も
見られる。これは，内的適応の指標として自尊感情を用いることに問題があることを示している。
　前述のように，過剰適応研究で内的適応の指標が使用されるようになったのは，一見健常とみな
される人々を対象とするようになってからであった。過剰適応尺度において，内的適応を表す因子
（桑山（2003）が「対自因子」と呼ぶ因子や石津（2006）が「自己不全感」と呼ぶ因子）の質問項
目は，ともに「自分に自信がない」などの項目で構成されており，内的適応の指標として自尊感情
（Self－Esteem）の低下が扱われていることが理解できる。そもそも自尊感情は，心理学の研究にお
いて，心理的な適応の指標として頻繁に用いられている概念であることからも，内的適応の指標と
して自尊感情を活用することには，一定の意義があると考えられる。
　過剰適応の内的適応を考える場合には，健常群を対象とした研究では自尊感情に着目した研究が
多い。しかし，過剰適応の内的適応の指標として自尊感情を用いることには問題がある。それは，
自尊感情と過剰適応の外的適応指標との関連が，必ずしも一貫していないからである。過剰適応の
内的適応の指標として自尊感情を用いるならば，「外的適応が過剰なために内的適応が困難に陥っ
ている」という過剰適応の定義から，外的適応と自尊感情との間には負の関連が示されなければな
らない。しかし，近年，必ずしもそうとは限らないことを示す知見が蓄積されつつある（たとえば
尾関，2011）。
　このことは，過剰適応における外的適応と自尊感情の関係において，内的適応を示す概念として
自尊感情をそのまま用いることの限界を示している。したがって，内的適応の指標として自尊感情
を用いる場合には，その内容を吟味する必要があると思われる。
外的適応と内的適応の川頁序性の問題
　第5に，先行研究では外的適応の強さが内的適応を損なうことを仮定する研究（たとえば，桑
山，2003）と，内的適応の低下が外的適応を過剰にとらせることを仮定する研究（たとえば，石
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津ら，2009）の2つが存在している。これを踏まえて，外的適応と内的適応の順序性を検討する
必要がある。
　臨床研究において，外的適応を特徴として論じられてきた過剰適応傾向は，心身症の病前性格と
いわれるように，さまざまな心理的問題につながると考えられてきた。これは，外的適応の強さが
内的適応を低下させるという順序性を仮定した考え方である。桑山（2003）による定義（「外的適
応が過剰なために内的適応が困難に陥っている状態」）にも，この順序性が反映されているといえ
る。
　他方，石津ら（2009）は，過剰適応の外的適応と内的適応の順序性について，Oleson，　Poe－
himann，　Yost，　Lynch，＆Arkin（2000）が「自己不信」を「様々なコーピソグ方略や行動の起因と
なる」と想定していることを踏まえ，「内的側面が一次反応であり，その一次反応を踏まえた上で
二次的反応である適応方略としての外的側面が生起すると想定することができる」として，内的適
応の低さが外的適応をとらせるという順序性を仮定した。そして，中学生を対象とした調査から，
内的適応と外的適応の間に順序性を仮定しないモデルよりも，順序性を仮定したモデルの方が，適
合度が高かったことを報告している。
　このように，外的適応と内的適応の順序性について考えるとき，先行研究には，外的適応と内的
適応の問に，①外的適応の強さが内的適応に影響を与えると仮定する研究と，②内的適応の低さが
外的適応をとらせると仮定する研究の2つが存在している。しかし，このどちらを仮定すること
がより妥当なのか，これまでは充分に吟味されてこなかった。したがって，この点を検討しなけれ
ばならないと考えられる。
類似概念との相違点が曖昧であるという問題
　第6に，先行研究では，過剰適応と「よい子」やroverachievement」などの類似概念が，しば
しばが混同して使われており，それらの相違点が曖昧になっているという問題がある。
　先行研究では，過剰適応は「よい子」と混同，あるいは同一視されることが多い概念であった。
過剰適応と「よい子」を区別せずに使用している研究には，殿岡ら（1994），桑山（2003），田中
（2006），石津ら（2007），山田（2010）があり，過剰適応と「よい子」がしばしば混同または同一
視されていることを示している。
　また，過剰適応に似た概念として，「overachievement」という概念がある（01eson　et　al．，2000）。
この概念は「生来の能力に不信を抱き，同時によい業績をとるために異常なほど努力を示すもの」
と定義されており，この状態は沼田（1994）が報告した「過剰適応のため，とりかつれたように
仕事をして」いたクライアントの様子に類似している。すなわち，「overachievement」な状態を1
つの過剰適応の形態とみなしている研究があり，ここには過剰適応とoverachievementの概念の
混同が見られる。
　このように，過剰適応には「よい子」やroverachievement」という類似概念が存在しており，
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それらと過剰適応の相違点は，明確にされているとは言いがたい。したがって，過剰適応の研究を
行う上では，この点も検討していく必要がある。
　このように，従来の「過剰適応」概念には，①外的適応／内的適応を一次元的に捉えているため，
両方がともに高い人を仮定できないという問題，②外的適応に主観的努力という視点が明示されて
いないため，努力しているが外的適応が優れていない人を過剰適応者と認識しにくいという問題
③「自己抑制」を外的適応に含むべきか，内的適応に含むべきかについて，意見が分かれていると
いう問題，④内的適応の指標として一般的な自尊感情を用いると，必ずしも外的適応と負の関連が
示されないという問題，⑤過剰適応における外的適応と内的適応の順序をどのように仮定するの
か，意見が分かれているという問題，⑥過剰適応と「よい子」やroverachievement」などの類似
概念との相違が曖昧であるという問題がある。これらの点の検討は，今後の課題といえるだろう。
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